
東
京
都
は
、
都
立
病
院
改
革
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
都
立
病
院

の
統
廃
合
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
地
域
医
療

か
ら
手
を
引
き
、
現
在
16
の
都
立
病

院
を
8
に
半
減
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
清
瀬
、
八
王
子
な
ど
小
児
病

院
の
府
中
1
か
所
へ
の
統
合
や
、
老

人
医
療
セ
ン
タ
ー
を
豊
島
病
院
と
統

合
・
民
営
化
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
言
う
よ
う
に
、
都
立
病

院
の
役
割
を
高
度
専
門
医
療
に
置
き

充
実
さ
せ
る
こ
と
自
体
は
大
事
で
す

が
、
そ
れ
を
理
由
に
不
足
し
が
ち
な

地
域
医
療
か
ら
手
を
引
く
こ
と
は
、

都
民
の
願
う
医
療
改
革
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。急
速
で
大
規
模
な
再
編
・

縮
小
は
、
患
者
の
不
安
・
不
便
や
、

統
合
再
編
成
先
へ
の
患
者
集
中
等
の

変
化
、
各
自
治
体
の
医
療
環
境
等
へ

の
影
響
な
ど
も
強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。

特
に
小
児
科
の
相
次
ぐ
縮
小
、
廃

止
な
ど
小
児
医
療
の
危
機
が
深
刻
な

状
況
の
中
、
地
域
の
小
児
医
療
を
も

担
っ
て
き
た
清
瀬
小
児
病
院
や
八
王

子
小
児
病
院
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
、

多
く
の
市
民
が
不
安
を
抱
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
平
市
に
あ
る
公
立
昭

和
病
院
の
小
児
医
療
に
も
、
多
大
な

公
団
住
宅
居
住
者
は
、
4
月
か
ら

の
家
賃
値
上
げ
と
都
市
基
盤
整
備
公

団
廃
止
後
の
公
団
住
宅
に
関
す
る
法

案
審
議
で
、
住
ま
い
の
先
行
き
に
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

深
刻
な
不
況
が
続
く
こ
の
時
期
に
、

家
計
の
最
大
の
支
出
で
あ
る
家
賃
の

値
上
げ
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
特
殊
法
人
等
整
理
合
理

化
計
画
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
公
団

の
廃
止
・
独
立
行
政
法
人
化
に
あ
わ

せ
、
既
存
住
宅
の
棟
単
位
の
売
却
等

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
通

常
国
会
に
提
出
が
予
想
さ
れ
る
法
案

が
、
居
住
者
の
住
ま
い
の
安
定
を
脅

か
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
て
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
望
し
ま
す
。

1

公
団
は
、
平
成
15
年
4
月
に
実

施
を
予
定
し
て
い
る
継
続
家
賃
の
値

上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
。

2

公
団
は
、
高
家
賃
を
引
き
下
げ

る
と
と
も
に
、
空
き
家
の
解
消
を
図

る
こ
と
。

3

公
団
は
、
公
団
法
及
び
国
会
決

議
の
趣
旨
に
沿
い
、
低
所
得
高
齢
世

帯
等
へ
の
家
賃
減
免
と
子
育
て
世
帯

へ
の
居
住
支
援
措
置
を
と
り
、
居
住

世
帯
の
所
得
、
家
族
構
成
等
に
合
わ

せ
た
適
正
な
家
賃
設
定
を
検
討
す
る

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
日
、
都
立
病
院
の
あ
り
方
は
、

都
民
の
生
命
と
健
康
に
深
く
か
か
わ

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
慎
重
な
対

応
が
望
ま
れ
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
て
、
都
立
病
院
の
統
廃
合
計
画

は
、
都
民
と
自
治
体
の
声
を
よ
く
聞

き
、
改
め
て
再
検
討
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。

東
京
都
知
事
あ
て

Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
問
題

に
続
き
、
残
留
農
薬
が
基
準
値
を
超

え
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
指
定
外
添
加

物
を
使
用
し
た
食
品
が
大
量
に
流
通

す
る
な
ど
、
食
を
め
ぐ
る
問
題
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

遺
伝
子
組
み
か
え
食
品
に
つ
い
て

も
、
そ
の
表
示
義
務
の
対
象
が
ご
く

一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
消
費

者
が
十
分
に
選
択
で
き
な
い
ま
ま
流

通
し
て
お
り
、
市
民
の
不
安
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
遺
伝
子
組
み
か
え

稲
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
除

草
剤
耐
性
稲
の
実
験
栽
培
が
国
内
で

既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
食

品
や
飼
料
と
し
て
こ
れ
が
承
認
さ
れ
、

流
通
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
市
民
の
不

安
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

米
は
日
本
人
の
主
食
で
あ
り
、
遺

伝
子
組
み
か
え
の
米
の
安
全
性
に
対

す
る
市
民
の
関
心
は
非
常
に
高
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
政
府
に
対
し

て
、
日
本
の
農
業
の
か
な
め
と
し
て

そ
の
環
境
と
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き

た
大
切
な
作
物
で
あ
る
稲
を
守
る
た

め
、
次
の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。

1

食
の
安
全
、
農
業
、
環
境
、
文

化
を
守
る
た
め
、
遺
伝
子
組
み
か
え

稲
を
承
認
し
な
い
こ
と
。

2

消
費
者
の
選
択
す
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
、
基
本
的
に
す
べ
て
の

遺
伝
子
組
み
か
え
食
品
に
つ
い
て
表

こ
と
。

4

公
団
を
廃
止
し
て
、
独
立
行
政

法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

慎
重
に
審
議
し
、
居
住
者
に
対
し
居

住
の
安
定
を
脅
か
さ
な
い
配
慮
を
す

る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

あ
て

東
京
都
は
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

主
体
の
経
営
改
革
へ
の
取
組
に
つ
い

て
」
を
策
定
し
、
都
立
福
祉
施
設
の

廃
止
ま
た
は
民
間
移
譲
な
ど
を
推
進

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
民
間
福
祉
施
設
へ
の
人
件
費
補

助
の
廃
止
等
を
提
言
し
た
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
提
供
主
体
経
営
改
革
に
関
す

る
提
言
委
員
会
中
間
提
言
を
受
け
と

め
、
検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

都
立
福
祉
施
設
は
当
面
5
年
間
で
、

廃
止
、
民
間
移
譲
、
縮
小
が
10
数
か

所
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
所
希

望
者
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
縮
小
な
ど

の
影
響
は
極
め
て
大
き
い
も
の
で
す
。

ま
た
民
間
福
祉
施
設
へ
の
都
の
独

自
補
助
は
、
関
係
者
か
ら
、
廃
止
さ

れ
た
ら
施
設
と
し
て
の
存
続
が
で
き

な
い
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う

切
実
な
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
補

助
対
象
施
設
の
多
く
は
私
立
保
育
園

で
あ
り
、
市
な
ど
に
と
っ
て
も
保
育
・

福
祉
行
政
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

示
を
義
務
化
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て

今
回
の
定
例
会
で
は
、
４
月
か
ら

市
議
会
の
委
員
会
を
公
開
制
と
す
る

こ
と
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
あ
わ

せ
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
、
市

議
会
の
活
動
に
つ
い
て
積
極
的
に
お

知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
以
下
の
事

項
に
つ
き
、
強
く
要
請
し
ま
す
。

1

民
間
福
祉
施
設
へ
の
人
件
費
補

助
の
廃
止
や
、
そ
の
他
の
都
独
自
補

助
の
削
減
に
当
た
っ
て
は
、
市
な
ど

に
よ
る
肩
が
わ
り
措
置
な
ど
の
事
態

を
生
じ
る
こ
と
は
行
わ
な
い
こ
と
。

2

都
立
福
祉
施
設
の
廃
止
や
縮
小
、

民
間
移
譲
等
に
当
た
っ
て
は
、
市
な

ど
と
も
協
議
す
る
こ
と
。
ま
た
、
市

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
へ
の
支

援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

3

私
立
保
育
園
を
初
め
と
し
た
民

間
福
祉
施
設
へ
の
補
助
や
都
立
福
祉

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
都
が
検
討

す
る
際
は
、
ま
ず
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
理
解
を
求
め
、
市
な
ど
と
も
協
議

し
そ
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ

と
。東

京
都
知
事
あ
て

《
小
学
校
3
年
生
》

○
10
月
17
日
　
十
二
小
66
人

○
10
月
22
日
　
二
小
77
人

○
10
月
24
日
　
十
五
小
101
人

○
10
月
29
日
　
十
三
小
109
人

○
10
月
31
日
　
三
小
102
人

○
11
月
19
日
　
花
小
金
井
小
32
人

○
11
月
28
日
　
九
小
124
人

○
12
月
10
日
　
四
小
86
人

（
合
計
8
校
697
人
）

平成１５年（２００３年）１月２６日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　　８

私
ど
も
小
平
市
認
定
保
育
室
は
、

市
内
、
地
域
の
親
子
と
深
い
か
か
わ

り
を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。
親
の
多

様
な
職
場
環
境
に
合
わ
せ
た
対
応
を

迫
ら
れ
る
中
、
都
が
ゼ
ロ
歳
児
に
偏

っ
た
補
助
額
に
変
え
た
こ
と
に
よ
り
、

市
内
認
定
保
育
室
連
絡
会
は
深
刻
な

ゆ
う
や
け
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
発
足

以
来
、
障
害
児
の
日
中
活
動
の
場
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
は
、
入
会
希
望
が
特
に
多

く
な
っ
て
お
り
、
平
成
14
年
4
月
末

現
在
で
25
名
ほ
ど
の
待
機
児
が
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
と
り
あ
え
ず
週
1
回

の
通
所
で
入
会
し
、
毎
日
通
所
を
待

っ
て
い
る
子
ど
も
は
10
数
名
い
ま
す
。

ゆ
う
や
け
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
平
成

10
年
に
作
成
し
た
将
来
構
想
書
の
内

容
の
柱
に
な
る
の
は
、
市
内
の
障
害

を
持
つ
子
ど
も
の
放
課
後
対
策
の
将

来
を
見
通
し
た
と
き
、
小
平
の
西
側

地
域
に
あ
る
ゆ
う
や
け
子
ど
も
ク
ラ

ブ
に
続
い
て
、
東
側
地
域
に
も
少
な

く
と
も
も
う
一
つ
ゆ
う
や
け
子
ど
も

ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、

12
月
定
例
会
で
は
、
請
願
4
件
を
新
た
に
受
理
し
、継
続
審
査
分
の
請
願
7

件
と
あ
わ
せ
て
審
議
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
4
件
を
採
択
し
、
7
件
を
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
分
の
9
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

す
べ
て
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
5
件
の
陳
情
を
新
た
に
受
理
し
、
う
ち

1
件
は
取
り
下
げ
が
あ
り
、4
件
に
つ
い
て
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
書

の
写
し
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提
出
を
伴

う
請
願
2
件
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
欄
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
す
が
、
非
常
に
高
い
一
律
の
保
育

料
を
徴
収
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
乳
児
保
育
奨
励
費
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
で
、
保
育
料
上
限
が

解
除
さ
れ
、
預
け
づ
ら
く
働
き
づ
ら

い
状
況
に
父
母
が
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
な
ど
を
強
く
危
惧
し
て
い

ま
す
。
保
育
室
と
い
う
、
安
心
し
て

働
き
続
け
る
た
め
の
か
え
が
た
い
環

境
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

請
願
請
願 

陳
情
陳
情 
請
願 

陳
情 

ゆ

う

や

け

第

2

子

ど

も

ク

ラ

ブ

へ

の

援

助

（請願）

ゆ
う
や
け
第
2
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
実

績
づ
く
り
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

ゆ
う
や
け
第
2
子
ど
も
ク
ラ
ブ

に
対
し
て
、
東
京
都
の
心
身
障
害
者

（
児
）
通
所
訓
練
等
事
業
に
基
づ
い

て
早
急
に
補
助
金
を
交
付
し
て
く
だ

さ
い
。

2

ゆ
う
や
け
第
2
子
ど
も
ク
ラ
ブ

に
対
し
て
、
活
動
場
所
が
確
保
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。

3

現
在
策
定
中
の
新
し
い
小
平
市

地
域
保
健
福
祉
計
画
の
中
に
、
障
害

を
持
つ
子
ど
も
の
放
課
後
対
策
の
充

実
に
つ
い
て
盛
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
小
川
町
一
丁
目

ゆ
う
や
け
子
ど
も
ク
ラ
ブ
　
代
表
者

村
岡
真
治
　
外
1
万
1
千
百
2
人

危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
ゼ
ロ
歳

児
の
在
籍
数
に
運
営
を
左
右
さ
れ
、

小
平
市
独
自
の
乳
児
保
育
奨
励
費
に

頼
る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

子
を
預
け
る
父
母
の
中
に
は
、
認

定
保
育
室
な
ら
で
は
の
温
か
み
あ
る

保
育
に
引
か
れ
て
い
る
者
も
多
数
い

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

平
成
10
年
度
よ
り
、
5
年
と
い

う
期
限
で
助
成
し
て
い
る
乳
児
保
育

奨
励
費
等
の
現
行
補
助
水
準
を
平
成

15
年
度
以
降
も
維
持
す
る
よ
う
配
慮

し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
東
大
和
市
清
原
一
丁
目
　

小
平
市
認
定
保
育
室
連
絡
会
　
代
表

森
　
祥
子
　
外
2
千
7
百
90
人

乳

児

保

育

奨

励

費

等

（請願）

意
見
書
と
は
、
市
な
ど
地
方
公
共

団
体
の
公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を

ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁

に
意
見
と
し
て
提
出
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

12月定例会では、議員提出議案の
可決により、4件の意見書を関係機
関へ送付しました。（要旨掲載）

意　意　見　書 意　　見　意　見　書 　見　　書意　見　書 　書 

みんなでリズムに乗って（小平市認定保育室 むさし保育室）

都
立
病
院
の
統
廃
合

計
画
の
再
検
討
を

求

め

る

意

見

書

公
団
家
賃
の
値
上
げ

見

合

わ

せ

を

求

め

る

意

見

書

遺
伝
子
組
み
か
え
稲
の

承

認

と

表

示

に

関

す

る

意

見

書

東
京
都
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
主
体
経
営
改
革
へ
の

取
り
組
み
に
関
す
る
意
見
書

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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局
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3
3
3
3
3
3
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3
3
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2月 7日（金） 総務委員会
2月10日（月） 生活文教委員会

請願・陳情締め切り（午前中）
2月12日（水） 厚生委員会
2月14日（金） 建設委員会
2月25日（火） 3月定例会本会議（初日）
2月26日（水） 3月定例会本会議（一般質問）
2月27日（木） 3月定例会本会議（一般質問）
2月28日（金） 3月定例会本会議（一般質問）
3月 3日（月） 予算特別委員会（一般会計）
3月 4日（火） 予算特別委員会（一般会計）
3月 5日（水） 予算特別委員会（一般会計）
3月 6日（木） 予算特別委員会（特別会計）
3月11日（火） 総務委員会

請願・陳情締め切り（午前中）
3月12日（水） 生活文教委員会
3月13日（木） 厚生委員会
3月14日（金） 建設委員会
3月25日（火） 3月定例会本会議（最終日）

今後の市議会の日程（予定）
開会時刻は原則として午前9時、場所は市役所7階

議
場
見
学

議
場
見
学

小平市ホームページ内の市議会のページをご利用ください。小平市ホームページアドレス http://www.city.kodaira.tokyo.jp
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